
　大阪市のごみ焼却工場では、ごみを燃
やす際に発生する熱をエネルギーとして
回収する余熱利用（サーマルリサイクル）
を進めています。そのしくみを図 1に示
します。ごみが燃やされると、焼却灰と
排ガスが生まれます。灰は工場から搬出
され大阪湾の処分地に埋め立てられます。
ガスについては大気へ放出する前に、公
害防止のために処理装置に導かれますが、
その際に約900℃のガス温度を200℃以下
に下げる必要があります。図１に示すボ
イラは、ガスを冷却するとともに熱を回
収し、蒸気を発生させます。その蒸気は
近隣のプール施設等へ供給されプール水
の加温に用いられたり、タービンによる発電に用いられたりしています（表 1）。大阪市内8
施設での発電量は、近年約6億kWh/年で推移しており、これは約16万7千軒の家庭が1年間に使
う電力量に相当します（図 2）。
　余熱のさらなる有効利用のためには発電効率の向上が望まれ、そのためにはタービン前後
の温度差を大きくする方法が有効とされています。環境科学研究所ではその取り組みのひと
つとして、空冷復水器に着目した研究を行っています。これはタービンから出た蒸気を冷却
し、水としてボイラに戻す役目を持ち、現在、我々はこの装置の低温化による発電効率の向
上について研究を行っています。
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図1 ごみ焼却場での余熱利用のしくみ
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表1 平成20年度における余熱利用状況

図2 ごみ焼却場での発電量の推移
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